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７
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

健
全
な
成
長
を
願
っ
て 

地
域
社
会
か
ら

青
少
年
の
育
成
は

　

地
域
の
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
の
み
な
ら
ず
、
地

域
全
体
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
こ
と
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
、
関
係
機

関
な
ど
の
努
力
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
お
い
て
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励
ま
し
、
と
き
に

は
注
意
す
る
こ
と
、
有
害
な
環
境
や
情
報

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
な
ど
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
が
様
々
な
地
域
活
動
に

か
か
わ
る
こ
と
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
非
行
防
止
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

少
年
非
行
を
み
る
と
、
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ
る
少
年
の
数
が
、

平
成　

年
は
３
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
る

１３

と
と
も
に
、
殺
人
や
強
盗
、
傷
害
な
ど
の

凶
悪
・
粗
暴
な
犯
罪
が
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
凶
悪

な
犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
や
児
童

虐
待
の
増
加
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

問
題
は
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

少
年
非
行
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
問
題
行
動
の
な
か
っ
た
子
ど
も
が

突
然
事
件
を
起
こ
す
「
い
き
な
り
型
」
の

非
行
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
特
徴
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
、

突
然
の
非
行
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
子
ど

も
は
必
ず
、
そ
れ
以
前
に
何
ら
か
の
サ
イ

ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も

の
態
度
や
行
動
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
た
め

に
は
、
親
を
は
じ
め
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、

　

減
少
し
続
け
る
子
ど
も
の
出
生
数
。
少

子
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
・
経
済
的
背
景
か
ら
未
婚
・
晩
婚

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
す
が
、
子
育
て
の
負

担
の
重
さ
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

労
働
人
口
の
減
少
や
社
会
保
障
負
担
の
増

加
が
、
今
後
の
経
済
成
長
に
与
え
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
家
族
や
教

育
の
あ
り
方
も
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
と
一
緒
に
な
っ
て
行
う
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
子
育
て

に
悩
む
親
を
経
験
の
あ
る
人
た
ち
が
支
え

る
活
動
な
ど
、
あ
な
た
も
で
き
る
こ
と
か

ら
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

非
行
の
サ
イ
ン

見
逃
さ
な
い
で

日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
環
境

少
子
化
に
よ
っ
て
変
わ
る

　

未
来
を
担
う
青
少
年
を
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く

社
会
全
体
の
責
務
で
す
。
し
か
し
今
、
非
行
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
一

人
ひ
と
り
が
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
青
少
年
は
社
会
を
映
す
鏡
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
大
人
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
の
モ
ラ
ル

や
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
姿
勢
、
他
人
を
思
い
や
る
姿
勢
を
、
身
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
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�夕暮れまで厳しい練習に励む野木沢
スポーツ少年団の子どもたち

児
童
数
減
・
複
式
学
級
も

８
つ
の
小
学
校

　

石
川
町
の
子
育
て
の
環
境
は
、　

の
保

１３

育
所
等
や
８
つ
の
小
学
校
が
あ
る
よ
う
に
、

近
隣
町
村
や
同
じ
人
口
規
模
の
自
治
体
と

比
べ
、
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
少
子
化
な
ど
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
数

が
少
な
く
、
各
小
学
校
に
お
い
て
は
複
式

学
級
の
ク
ラ
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

推
移
表
を
見
る
と
、
平
成　

年
度
に
若

２０

干
の
増
加
を
見
込
め
る
野
木
沢
小
学
校
以

外
は
横
ば
い
か
、
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

石
川
町
立
小
学
校

児
童
数
推
移
表

計南山形小山形小中二小中一小母畑小野木沢小沢田小石川小年　　　度

１,８５７１１１５７６６１２８１６１２２９２４３８６２平成元年度
１,７４８１０２４５７５１０３１６０２３６２０７８２０平成５年度
１,４５８８４２６７０９７１０６１９２１５８７２５平成１０年度
１,１４８５１２２６０８９８３１４３１２３５７７平成１５年度
１,０９４４０２０６０８１８１１３７１２９５４６平成１６年度
１,０４２４０１９５６８５６６１４８１１４５１４平成１７年度
１,０００３９２１５０７６５７１４４１０７５０６平成１８年度
９７３３７２４４７６７５３１４０１１９４８６平成１９年度
９３６４０２５３９６６５３１４６１１０４５７平成２０年度
９２１７１３２２７６２１０８８３１３３４０５減　少　数

　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
小
さ
な
子
も

い
る
の
で
ま
と
め
る
の
が
大
変
で
す
。

　

指
導
者
の
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

好
き
な
ノ
ッ
ク
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
楽

し
く
野
球
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
は
県
大
会
出
場
が
目
標
で
す
。

菊池　紳弥さん
塩沢字割田作

　

監
督
と
し
て
、
小
学
低
学
年
か
ら
の

チ
ー
ム
づ
く
り
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す

が
、
き
つ
い
練
習
で
も
、
お
の
ず
と
結

果
が
つ
い
て
き
て
い
る
の
で
、
少
な
い

な
り
に
練
習
を
続
け
、
勝
つ
喜
び
も
与

え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

円谷　正光さん
中野字竹下

　

野
木
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
は
昭
和　

年
に
創
立
。
現
在
は
、

５３

サ
ッ
カ
ー
人
気
に
押
さ
れ
、
小
学
低
学
年

か
ら
の
参
加
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
女
の
子
を
交
え
た　

人
は
、

１３

野
木
沢
地
区
公
民
館
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
室

内
練
習
場
で
、
地
域
の
指
導
者
３
人
と
と

も
に
、
毎
日
夕
暮
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

時
に
は
や
さ
し
く
、
厳
し
く
、
ま
た
先

生
、
お
父
さ
ん
役
に
な
っ
て
い
る
指
導
者

と
の
出
会
い
、
年
代
を
越
え
た
親
交
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
も
一
役
か
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

野野野野野野野野野野
木木木木木木木木木木
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
スススススススススス
ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツ
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
団団団団団団団団団団

野
木
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

創創創創創創創創創創
立立立立立立立立立立
創
立　

周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年
周
年

２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５２５
小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
２２２２２２２２２２
年年年年年年年年年年
生生生生生生生生生生
かかかかかかかかかか
らららららららららら
がががががががががが
んんんんんんんんんん
ばばばばばばばばばば
るるるるるるるるるる

小
学
２
年
生
か
ら
が
ん
ば
る

家
庭 

地
域 

学
校 

協
力 

家
庭 

地
域 

学
校 

協
力 

家
庭 

地
域 

学
校 

協
力 

が 

　

野
木
沢
小
学
校

の
６
年
生
が
地
域

の
協
力
を
得
て
行

う
農
業
体
験
。
初
め

て
田
お
こ
し
、
田
植

え
、
収
穫
ま
で
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

農業
体験

　

母
畑
地
区
公
民

館
と
母
畑
小
学
校

の
５
・
６
年
生
が
参

加
す
る
「
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
」。
い
わ
き

市
で
地
域
の
方
々

と
の
野
外
体
験
活

動
で
す
。

サマー
キャンプ

　

オ
レ
ン
ジ
色
の

帽
子
が
目
印
の
児

童
ク
ラ
ブ
員
は　
６０

人
。
今
年
か
ら
第
２
、

第
４
土
曜
日
も
中

央
公
民
館
で
開
設
。

３
人
の
指
導
員
が

サ
ポ
ー
ト
。

児童
クラブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
６

つ
の
公
民
館
が
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
「
野
焼

き
ま
つ
り
」。
母
畑

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン

タ
ー
で
陶
芸
体
験
や

野
外
体
験
活
動
を
楽

し
み
ま
す
。

野焼き
祭り

※平成１６年度以降は学区ごとの出生数により算出。※減少数は平成元年度と平成２０年度の対比　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
※平成１５年５月１９日推定
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実
現
す
る
た
め
に
は
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
の

実
現
す
る
た
め
に
は
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
の

協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
等
と
の
連
携
が
大
切

協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
等
と
の
連
携
が
大
切

　

平
成　

年
９
月
号
か
ら
広
報
い
し

１４

か
わ
で
は
、
健
康
い
し
か
わ　

計
画
を

２１

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
石
川
町
に
住
む
す
べ

て
の
人
が
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
健
康
課
題
を
個
人
や
行
政
、
各

種
団
体
、
事
業
所
等
が
、
み
ん
な
で
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

今
月
号
で
は
シ
リ
ー
ズ
と
は
分
け

て
、
各
年
代
に
合
わ
せ
た
食
と
栄
養
や

運
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

い
き
い
き 

い
し
か
わ
を
目
指
し
て 

健
や
か 

長
寿
の
ま
ち

長
寿
の
ま
ち 
長
寿
の
ま
ち 

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
児児児児児児児児児児児児児児
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・

乳
幼
児
期
・
０００００００００００００００
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
５５５５５５５５５５５５５５５
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

●
食
べ
て
飲
ん
で
、す
こ
や
か
に
成
長

できる限り、母乳で 
育てましょう。 

母乳は理想的な栄養素と 
愛情・免疫パワーの源です！ 

時間・内容・量に気を付けて。 
《現状》３歳児がおやつ
に食べるもの 
菓子類 36.0％ 

おやつは大切な 
食事の一部です 

０歳～１歳：はじめは清潔なお母
さんの指で… 
１歳～２歳：歯が生えてきたら歯
ブラシに慣れましょう 
２歳～：自分でみがく子も中には
…仕上げみがきは大人がしましょう 
《現状》１歳６カ月では虫歯がな
くて当たり前です。 
虫歯のない１歳６カ月児　９３．９％ 
虫歯のない３歳児　　　　３６．４％ 

かわいい乳歯が 
生えそろってきます 

楽しい習慣 
親子そろって外遊び 

地元の新鮮な食材を 
使いましょう！ 
とれたての 
みずみずしい 
野菜は、 
甘くておいしいョ。 

心配ごと、しつけについてな
ど、話してみたらすっきり。 
 

食材の持ち味を生かして 

子育てのこと、みんなと 
話してみましょう 
聞いてみましょう 

授乳のときは 
だっこでね！ 

・早寝、早起きができます。 
・食べる時間が決まってきます。 

規則正しい生活リズムは、 
食事と睡眠で作りましょう！ 

子ども中心の 
生活習慣が 

大切なんだよネ 

いっぱい 
遊ぶとおなかも 
ペコペコ 

飲み物とセットで食べると 
栄養のバランスアップ！ 



5広報いしかわ　７月号

学学学学学学学学学学学学学学
童童童童童童童童童童童童童童
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・
６６６６６６６６６６６６６６
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

学
童
期
・
６
〜　

歳
１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２１２

●
育
ち
ざ
か
り
伸
び
ざ
か
り
、大
切
な
習
慣
づ
く
り

思思思思思思思思思思思思思思
春春春春春春春春春春春春春春
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・

思
春
期
・　

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜　

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３１３

１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９１９

●
大
人
へ
の
第
一
歩
、自
分
の
か
ら
だ
を
大
切
に

目を覚まし、脳を活性させる 
大切なものです。 
《小学生の朝食を食べない理由》 
①時間がなくて食べられない。 
②おなかがすかない、食べたくない。 

1日のスタートは朝食 
3食きちんと食べましょう！ 

家族で楽しく食べましょう。 
加工食品、調理済食品も上手
に利用し、ひと手間加えて我
が家の味に!!

おやつの選びかた 
スポーツドリンク、炭酸飲料は決
して必要なものではありません。 
糖分が歯や栄養の吸収にも影
響することを、大人がしっかり考
えて与えましょう。 

手作り料理は愛情たっぷり 
家族で楽しく食べましょう 

常に声をかけて、確認し
てあげることが大切です。 
「みがけた？」「みがけ
たョ！」「どれどれ」と時
には、お口の中を見て
あげましょう。 

大人の歯（永久歯）は 
生え変わらないので 
ていねいに歯みがき 
することが大切です 

友だちと遊ぶことは、仲間
づくりにもなります。 
 
 
 
 
 
 
夜もぐっすり眠れて、早寝、
早起きができます。 

外で元気に遊ぶ 
（運動する）ことは 
子どもの心と体の 
発達に大切なこと 

学校の校庭や 
公園をもっと 
利用しましょう 

お家の 
お手伝いを！ 
家族の役割を持たせ 
社会性を育てましょう。 
食器運び、洗たく物たたみ 
おふろそうじ、etc

・間違ったダイエットは、後で
取り返しのつかないことに
なることがあります。 
・身体の成長が著しい時期です。 
不足しがちな「カルシウム」
「鉄」を多く含む食品をしっか
り食べましょう。 
 

美しさは、健康から 
間違ったダイエットをせずに 
きちんと食事をとりましょう 

性に関する悩みも多くなる年
代なので、正しい知識を身に
つけ、正しい判断ができる人
になってほしいものです。 

悩みの多い時期 
１人で悩まず誰かに 
話してみましょう 

若い年齢であればあるほど、身体に及ぼす影響が大き
いこと、周りの大人が考えなければなりません。 

《現状》 

1、喫煙・飲酒の経験があると回答した人 
　　　　　　喫煙　　飲酒 
　・中学生　２１．３％　５４．７％ 
　・高校生　２１．８％　７５．７％ 
2、初めて吸ったキッカケは？ 
　①好奇心 
　②友だちに誘われて 
　③家族を見て 

3、誰からお酒をすすめられたかな？ 
　①家族・親戚にすすめられて 
　②友だちに誘われて 
　③好奇心 

「たばこ」「お酒」は 
絶対にやめましょう 
そのために「家庭」 
「学校」「地域」が 
協力することが 
大切です 

祭りですすめ 
られたよ!?
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ストレス解消のために、 
毎日の生活の中に適度な 
運動を取り入れましょう。 
・ラジオ体操 
　１　回　約６００歩 
・サイクリング 
　１０　分　約９００歩 
・山登り 
　１時間　約１２，０００歩 

運動してますか？ 

・日本酒では　　　　　　　１合（１８０ml） 
・ビールでは　　　　中ビン１本（５００ml） 
・ウイスキー・ブランデーでは　　　　６０ml 
・焼酎（２５度）では　　　　２／３合（１２０ml） 
・ワインでは　　　　　　　　　　　２００ml 
 
 
 
 
 
 
 

週２日は、休肝日をとりましょう 

「節度ある適度な飲酒」ってどの位？ 

・妊娠中の喫煙、飲酒はやめましょう。 
・妊婦さんや赤ちゃんを見かけたら、周りの
人も分煙をしてあげてください。 
・赤ちゃんを迎えた新しい家族は、子どもの
将来、家庭づくりを考えた、生活の基本を
つくり上げることが大切です。 

あなたと赤ちゃんの 
健康を守りましょう 

・朝食を抜くのはやめましょう。 
・“ばっかり食”は危険です。 
・食べすぎ、飲みすぎはありませんか。 
 

 
《現状》 

３回食事 ６０．８％　４回食事 ３４．４％ 

栄養の偏りはありませんか？ 

歯周病は若い時から始まっています。 
定期的に診察を受けたり、正しいブラッシングの方法
を身につけましょう。 

「あれっ？」と思ったときに 
気軽に歯医者に行っていますか？ 

30代のウエストをいつまでも 

　
朝
食
を
ぬ
く
こ
と
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く

な
り
、身
体
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
食
事
が
２
回
に
な

る
こ
と
で
、空
腹
時
間
が

長
く
な
り
、吸
収
率
が
よ

く
な
る
の
で
食
事
量
を

減
ら
し
て
い
る
の
に
、体

重
が
減
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
蛋
白
質
、

野
菜
な
ど
を
し
っ
か
り
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
話 

成成成成成成成成成成成成成成
年年年年年年年年年年年年年年
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・

成
年
期
・　

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜　

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００２０

３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９３９
●
仕
事
も
子
育
て
も
楽
し
ん
で

　

私
は
今
年
４
月
か
ら
食
生
活
改
善
推
進

員
会
の
会
長
と
し
て
、　

人
の
会
員
と
と

４８

も
に
食
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
の
実
践
、
普
及
に
務
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
に
入
会
し
て　

年
、

１０

国
体
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の

協
力
な
ど
は
、
思
い
出
深
い
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
「
伝
達
料
理
教
室
」
で
カ

ル
シ
ウ
ム
摂
取
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
た
り
、
小
学
校
、
保

育
所
に
出
か
け
、
食
を
テ
ー
マ

に
し
た
人
形
劇
を
演
じ
好
評

を
い
た
だ
い
た
り
、
子
育
て
支

援
、
母
衣
旗
ま
つ
り
で
の
「
か

ぼ
ち
ゃ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
販
売

な
ど
、
日
々
会
員
が
食
に
つ
い

て
楽
し
み
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
！

「
食
」を
楽
し
み
勉
強
し
て
い
ま
す

�
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

食
生
活
改
善
推
進
員
会　
会
長

中
田
輝
子
さ
ん　
北
町
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壮壮壮壮壮壮壮壮壮壮壮壮壮壮
年年年年年年年年年年年年年年
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・

壮
年
期
・　

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜　

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

４４４４４４４４４４４４４４００００００００００００００４０

６６６６６６６６６６６６６６４４４４４４４４４４４４４４６４
●
こ
こ
ろ
も
身
体
も
す
っ
き
り
と

高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
期期期期期期期期期期期期期期
・・・・・・・・・・・・・・

高
齢
期
・　

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

６６６６６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５５５５５６５
●
生
き
が
い
を
も
っ
て
豊
か
な
人
生
を

基本健康診査５５.０％ 
胃がん検診　２８．５％ 
子宮がん検診　２７．１％ 
肺がん検診　５９．５％ 
大腸がん検診　１６．２％ 
乳がん検診　１２．９％
人間ドック（国保）９.８％ 
※治療中、会社で
受けている人は除
かれます 

早死 
を減らしたい 

 

年に１回 
健康診断を 
受けていますか？ 

ストレスを感じている人 
４６．７％ 

《ストレスの原因》 

・人間関係　　　　　２０．２％ 
・仕事のこと　　　　　１８.０％ 
・自分の病気や健康のこと　９．６％ 
《ストレスの解消法》 

　趣　味　６０．９％ 
　運動・睡眠・飲酒・買い物など 

あなたのストレス解消法 

４０代では９０％の人が歯周
病にかかっていると言われ
ています。 
・職場での歯みがきの取り
組み 

・歯科ドックの利用 
・正しいブラッシングの方法
を身につける 
・節煙・禁煙 

４０代から増える歯周病！ 

・腹八分目が大切 
・２km以内は歩こう 
・週２回以上、１回３０分以上
が目安 
・これが１年続いたら、運動
習慣者の仲間入りです 

生活習慣病予防の決め手は 
自分に合った食事量を 
適度な運動から 

・家族以外の人と交流していますか 
・週１回外出していますか 
　　　寿大学への参加　　　１２．０％ 
　　　公民館教室への参加　　８．４％ 
　　　ゲートボール　　　　　８．４％ 
・生きがいは何ですか 
　趣味、孫の成長、友人・隣人との交流など 

・骨密度は年々減少してきています。 
・乳製品やカルシウムの多い食品を
食べていますか。 
・散歩など、身体を動かしていますか。 
　　　外出するよう心がけている 
　　　　　　　　　　　　６２．１％ 
　　　買い物、散歩、お茶のみなど 

趣味や外出・地域活動で 
いきいき生活していますか？ 

骨折は寝たきり予備軍です 
普段から体力づくりしましょう 

残そうかめる歯・元気な歯 
・そのためには、よくかむ
こと、みがくことが大切 

8020運動 
　
入
れ
歯
は
、つ
け
た
ま
ま
自
分
の
歯

の
よ
う
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。
口
腔
内
の

刺
激
に
と
て
も
大
切
。
最
後
は
、は
ず
し

て
仕
上
げ
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

《
現
状
》 

・食生活は量と質を考えて、おいしく、楽
しく食べましょう。 

《バランスよく食べるコツ》 

★たくさんの食材を選ぶ 

★家族みんなで食べる（食欲がわく） 

★和・洋・中華と、いろいろ組み合わせる 

★量より質で…身体のためには、いくつにな
っても、何でも食べることが大切 

食べる楽しみ、いつまでも 

《
現
状
》 

ミ
ニ
情
報 



観光資源 
・温泉との連携 

ＣＯ2吸収 森林 
・森林育成 
・木材供給 
・エネルギー供給 
・遊歩道整備 
・樹林、花木育成 

木材・エネルギー 

水 

きれいな水 

おいしい水 水質浄化 

水質負荷低減 

堆肥・肥料 

住 
・歩くこと 
・省エネ住宅 
・安全な食 
・おいしい水 

食 
・安全 
・おいしい 

農地 
・健全な土壌 
・安全な農作物 
・豊富な食材 

健康増進 
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石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究

に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と

１０

１５

す
る
目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
号
で
は
、
な
ぜ
こ
の
計
画
を
作
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
な
ど
、
本
町
が
推
進
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
課
題
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

見
捉
え
た
、
全
体
像
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�

石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート③

���
　

森
林
資
源
が
多
い
が
、
林
木
を
木
材
に

す
る
ま
で
に
コ
ス
ト
や
時
間
が
か
か
り
、

ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

農
業
を
支
え
る
従
事
者
の
高
齢
化
や
地

産
地
消
の
普
及
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
家

畜
ふ
ん
尿
の
処
理
な
ど
農
業
に
関
す
る
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
豊
富
な
温
泉

資
源
を
活
用
し
た
、
あ
ら
た
な
観
光
資
源

の
開
発
が
必
要
で
す
。

　

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
合
わ
せ
て
、

公
共
施
設
な
ど
で
の
水
、
電
気
、
灯
油
な

ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
健
康
で
よ
り
元

気
な
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
第
一
次
予

防
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
の
中
に
、
生

活
に
密
着
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点
を

持
ち
な
が
ら
啓
蒙
活
動
を
広
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
、
冷
暖
房
設
備

に
頼
り
す
ぎ
た
生
活
な
ど
、
人
間
自
身
の

過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
に
よ
っ
て
健

康
を
損
な
う
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　町づくりの視点から石川町の課題と省エネルギーを捉えると、次に
示すような全体像が浮かびあがってきます。
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循
環
器
病

循
環
器
病

循
環
器
病

循
環
器
病

循
環
器
病 10◯10◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

　

脳
血
管
疾
患
や
虚
血
性
心
疾
患
を
含
む

循
環
器
疾
患
に
よ
る
死
亡
は
、
石
川
町
の

総
死
亡
の　

・
９
％
（
平
成　

年
死
亡
統

３６

１３

計
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、　

・
２９

５
％
、
福
島
県
は　

・
５
％
で
あ
る
こ
と

３２

か
ら
、
本
町
が
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が

分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
石
川
町
高
齢
者
基
礎

１０

調
査
に
よ
る
と
「
寝
た
き
り
」
と
な
っ
た

人
の
原
因
と
し
て
、　

％
が
脳
血
管
疾
患

５２

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
脳
血
管
疾
患
対
策
は
、

寝
た
き
り
を
予
防
す
る
た
め
に
も
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
脳
血
管
疾
患
対
策

①
生
活
習
慣
改
善
に
よ
る
発
症
予
防

　

脳
血
管
疾
患
の
発
生
に
は
、
基
礎
疾
患

の
有
無
や
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
影

響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
血

圧
症
、
高
脂
血
症
は
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞

の
最
大
の
危
険
因
子
と
い
わ
れ
、
糖
尿
病

は
、
脳
梗
塞
の
発
症
を
３
〜
４
倍
高
め
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
の

発
生
予
防
に
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患
予
防
が

重
要
で
す
。
高
血
圧
の
予
防
と
し
て
食
事

に
お
け
る
塩
分
制
限
の
必
要
性
は
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

実
行
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
の
予
防
に

は
、
脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に
は

適
正
な
食
習
慣
づ
く
り
と
、
予
防
及
び
改

善
に
は
運
動
が
効
果
的
と
さ
れ
、
定
期
的

●
一
次
予
防
の
推
進

①
若
い
年
代
か
ら
、
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
健
康
教
育
の
推
進
を
す
る
。

②
生
活
習
慣
を
改
善
で
き
る
た
め
の
環
境

整
備
を
す
る
。

　

運
動
が
で
き
る
た
め
の
身
近
な
設
備
、

運
動
し
や
す
い
地
域
環
境
、
職
場
で
運
動

が
で
き
る
時
間
の
確
保
、
外
食
の
塩
分
・

栄
養
表
示
等
で
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。

●
二
次
予
防
の
推
進

①
健
康
診
断
の
多
様
化
と
、
受
診
機
会
の

増
加
を
図
る
。

②
事
後
指
導
を
充
実
強
化
し
、
効
果
的
な

健
康
教
育
の
実
施
を
す
る
。

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
号
で
は
、
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の

歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
、
各
年
代

に
応
じ
た
歯
科
予
防
対
策
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
望
ま

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
生
活
に
お
い

て
影
響
す
る
の
が
、
喫
煙
や
多
量
の
飲
酒

で
す
。
正
し
い
食
生
活
、
肥
満
の
改
善
、

適
正
体
重
の
維
持
、
日
常
的
な
運
動
習
慣
、

喫
煙
習
慣
や
飲
酒
習
慣
の
見
直
し
等
、
若

い
こ
ろ
か
ら
の
望
ま
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
た
め
、
正
し
い
情
報
の
提

供
と
と
も
に
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
基
礎
疾
患
の
管
理

　

高
血
圧
症
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
等
の

疾
患
を
持
つ
人
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
を

行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を

受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
健

診
の
結
果
に
対
す
る
効
果
的
な
保
健
指
導

や
要
医
療
者
の
受
診
の
促
進
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
寝
た
き
り
予
防

　

脳
血
管
疾
患
の
発
症
自
体
を
減
ら
す
こ

と
が
、
脳
血
管
疾
患
の
発
症
を
防
ぐ
た
め

に
重
要
で
、
ま
ず
、
禁
煙
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
食
事
に
お
い
て
は
、

若
い
こ
ろ
か
ら

望
ま
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

健
康
教
育
を
推
進
し

健
診
の
事
後
指
導
を
充
実

脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
り
す
ぎ
に

気
を
つ
け
、
野
菜
や
果
物
等
を
十
分
に
摂

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
基
礎
疾
患
の
管
理
と
適
正
体

重
の
維
持
の
た
め
に
、
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
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５
月
７
日
、
平
成
７
年
度
か
ら
平
成　

年
度
の

１４

石
川
町
海
外
派
遣
研
修
参
加
者
の
会
（
泉
栄
寿
代

表
・
王
子
平
）
が
、
県
中
・
県
南
・
会
津
地
区
国

道
協
議
会
（
藤
森
英
二
・
郡
山
市
長
）
か
ら
、
環

境
美
化
活
動
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
石
川
警
察
署
脇
の
国
道
１
１
８
号
線

沿
い
に
一
昨
年
コ
ス
モ
ス
、
昨
年
は
カ
ン
ナ
を
植

え
、
今
年
５
月
に
は
、
石
塚
地
内
の
畑
二
反
歩
に

カ
ン
ナ
を
植
え
る
な
ど
、
花
の
あ
る
美
し
い
町
に

し
た
い
と
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

泉
栄
寿
さ
ん
と
瀬
谷
京
子
さ
ん
（
中
田
）
が
役

場
町
長
室
を
訪
れ
、
西
牧
立
博
町
長
に
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
石
川
自
動
車
教
習
所
で
、
�
い
わ

１２

き
石
川
青
年
会
議
所
（
大
平
善
徳
理
事
長
）
主
催

に
よ
る
小
学
１
年
生
を
対
象
に
し
た
、
第　

回
交

１２

通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
郡
内
の　

小
学
校
と
石
川
養
護
学
校
か

２３

ら
４
５
５
人
が
参
加
。

　

安
全
な
歩
行
や
横
断
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
急
ブ
レ
ー
キ
や
大
型
車
が
曲
が
る

と
き
の
後
輪
が
内
側
に
入
る
「
巻
き
込
み
」
の
実

演
も
見
学
、
白
バ
イ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

警
察
犬
の
訓
練
の
よ
う
す
な
ど
も
見
学
し
ま
し

た
。 交

通
安
全
教
室
に

４
５
５
人
が
参
加

　

５
月　

日
の
野
木
沢
小
学
校
を
始
ま
り
に
、
７

１７

つ
の
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月　

日
は
、
石
川
小
学
校
、
沢
田
小
学
校
、

２４

母
畑
小
学
校
、
中
谷
第
一
小
学
校
、
南
山
形
小
学

校
、　

日
は
山
形
小
学
校
で
開
催
。

２５

　

中
谷
第
一
小
学
校
で
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

同
校
の
校
庭
で
、
全
校
生　

人
や
保
護
者
な
ど
多

８９

数
参
加
し
、　

種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２５

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
全
校
生
参
加
の
紅
白
綱
引

き
や
親
子
リ
レ
ー
な
ど
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

海
外
研
修
参
加
者
の
会
が

道
路
愛
護
で
表
彰

五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た　

小
学
校
の
運
動
会
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６
月
１
日
、
東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
東

京
い
わ
き
石
川
会
の　

周
年
記
念
総
会
が
開
か

２０

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
石
森
宥
児
会
長
、
吉
田
正
和
助
役

が
あ
い
さ
つ
。
角
田
美
公
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
交
換
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
国
井
栄
次
相
談
役

の
発
声
乾
杯
。　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
石
川
町

２０

へ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
桜
の
苗
木
を
１
５
０
本
寄
贈

す
る
こ
と
に
な
り
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
町
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
、
９
月　
１３

日
に
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
で
来
町
し
、
お
仮
屋

で
各
町
の
奉
納
受
け
を
見
学
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

東
京
い
わ
き
石
川
会

創
立　

周
年
記
念
総
会

２０

　

６
月
４
日
〜
８
日
ま
で
、
北
海
道
札
幌
市
大
通

公
園
な
ど
で
、
第　

回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

１２

ン
祭
り
の
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
よ
さ
こ
い
踊
り
第
１
回
東
北
大
会

で
優
勝
の
大
賞
を
受
賞
し
た
「
い
し
か
わ
ぐ
ん
・

よ
さ
こ
い
踊
り
隊
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
招
待
さ
れ
、
石

川
郡
内
の
４
歳
児
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の　
４５

人
と
保
護
者
、
役
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
３
３
０
チ
ー
ム
、
４
万
４
千
人
の
踊

り
子
が
集
結
す
る
本
場
の
大
会
。
６
日
の
ソ
ー
ラ

ン
ナ
イ
ト
な
ど
で
、
東
北
一
の
実
力
を
披
露
し
て

き
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
中
央
公
民
館
で 
豊  
遥
秋 
さ
ん
に
よ

ぶ
ん
の 
み
ち
あ
き

３１

る
鉱
物
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
・
石
川
町
教
育
委
員
会
主
催
で
、
約
１

０
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

豊
さ
ん
は
、
地
質
標
本
館
長
を
今
年
春
ま
で
勤

め
た
方
で
、
若
い
と
き
か
ら
度
々
石
川
町
を
訪
れ
、

学
法
石
川
高
校
二
代
目
・
森
深
造
校
長
と
も
親
交

が
深
く
「
石
川
町
産
の
鉱
物
と
の
出
会
い
が
な
け

れ
ば
現
在
の
私
は
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
学
法
石
川
高
校
で
全
校
生
１

０
１
９
人
を
対
象
に
し
た
初
の
鉱
物
講
座
を
講

堂
で
開
き
ま
し
た
。

�
石
�
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

い
し
か
わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊

ジ
ュ
ニ
ア
が
札
幌
で
舞
う
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
９

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

忠
助
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　
２７

年
４
月
に
結
婚
。
少
し
の
畑
で
し

た
が
、
葉
タ
バ
コ
、
稲
作
、
麦
な
ど
で

生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
、
自
分
の
山
々
か
ら
長
桂
石
が
と

れ
た
の
で
、
１
日
１
ト
ン
近
く
掘
っ
て

現
金
収
入
を
得
た
り
、
勤
め
に
出
た
り

し
ま
し
た
。
途
中
、
体
調
を
崩
し
て
し

ま
い
家
族
に
は
心
配
を
か
け
ま
し
た
。

ミ
ヨ
さ
ん　

子
育
て
を
し
な
が
ら
畑
仕

事
を
し
て
、
助
け
合
い
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

忠
助
さ
ん　

長
寿
会
の
行
事
や
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

ミ
ヨ
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

石
尊
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や

今
出
川
、
北
須
川
の
桜
並
木
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

長
久
保
新
開
発
の
早
期
実
現
と
道

路
の
整
備
で
す
。

職
業
▽
携
帯
電
話
の
キ
ー
の
部
分
の
製

造
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

Ｓ
Ｋ
Ａ
バ
ン
ド
を
こ
れ
か
ら
や
ろ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
来

年
に
は
、
ラ
イ
ブ
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
見
に
き
て
熱

狂
し
て
く
だ
さ
い
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

洋
服
と
か
雑
貨
な
ど
を
扱
っ
た
、

自
分
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
を
持
つ
こ
と
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

も
っ
と
若
者
が
楽
し
め
る
町
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

目
が
パ
ッ
チ
リ
し
て
い
て
、
お
っ

と
り
し
て
い
る
人
。

次
回
は
、
円
谷
さ
ん
の
紹
介
で
、

小
池　

由
美
さ
ん
で
す
。

迎　
　

忠
助
さ
ん（　

歳
）

７０

　
　
　

ミ
ヨ
さ
ん（　

歳
）

７２

住
所
／
長
久
保

下ノ内

円谷　悟さん（２１歳）

深谷　慎太郎     ちゃん
しんたろう

中田字上矢造　　　　　　　　
敏彦さん・幸恵さんの長男　　
平成１２年９月２６日生まれ　　　
「双子のお兄ちゃんになった慎
太郎！これからも元気で、優し
い慎ちゃんでいてネ！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



競
輪
S
級
2
班
で
1
着
通
算
1
0
0
勝
を

目
指
し
、石
川
・
白
河
街
道
を
練
習
中

中島村 十文字　菊雄さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

横
浜
開
港
以
来
、
国
際
性
と
先
進
性

を
有
す
る
都
市
部
と
と
も
に
、
郊
外
部

も
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
生

活
文
化
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
、
近

年
は
都
市
基
盤
整
備
も
進
展
し
、
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
世
界
に

門
戸
を
開
い
て
い
る
、
日
本
第
２
の
都

市
、
人
口
約
３
５
０
万
人
の
神
奈
川
県

横
浜
市
で
す
。

　

私
は
港
南
区
と
い
う
住
宅
街
に
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
自
然
も
残
る
住
み
よ

い
と
こ
ろ
で
、
交
通
の
便
も
良
く
、
中

華
街
や
八
景
島
Ｃ
パ
ラ
ダ
イ
ス
な
ど
へ

は　

分
程
度
で
行
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

３０
◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
４
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

自
然
が
豊
か
で
、
過
ご
し
や
す
く
、

子
育
て
も
し
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
人
々
も
親
し
み
や
す
く
、
特
に

地
域
に
残
る
、
御
日
末
や
山
ノ
神
な
ど

の
季
節
の
行
事
が
印
象
的
で
、
み
な
さ

ん
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

通
学
路
と
な
る
歩
道
の
整
備
を
含
め
、

道
路
の
便
が
も
う
少
し
良
く
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

野崎　海音    ちゃん

かいん

山形字兎田　　　　　　　　　
大地さん・千春さんの長男　　
平成１４年５月２０日生まれ　　
「元気、健康で、思いやりのあ
る子に育ってネ！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲練習のようす
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母
畑
字
長
石
田

渡
辺
美
智
子
さ
ん神奈川県横浜市港南区神奈川県横浜市港南区

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か　

　

南
山
形
で
す
が
、
長
く
下
泉
で
過
ご
し
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て　

数
年
な
の
で
、
記
憶
が
新
し
い
出
来

１０

事
が
多
い
の
で
す
が
、
幼
い
頃
は
柔
道
、
小
学
校
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
中
学
校
で
は
野
球
と
毎
日
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

学
法
石
川
高
校
で
は
自
転
車
部
に
入
部
し
、
毎
日
の
１
０
０

　

ロ
ー
ド
で
は
、
鎌
田
先
生
が
車
で
着
い
て
き
て
、
気
が
抜
け

kmな
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

大
学
で
も
自
転
車
を
専
攻
。
プ
ロ
を
目
指
し
競
輪
学
校
に
入

り
１
年
間
の
研
修
や
テ
ス
ト
な
ど
の
狭
き
門
を
突
破
し
、　

歳
２４

で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
初
優
勝

し
て
以
来
、
今
ま
で
優
勝
２
回
、
１
着　

勝
等
を
獲
得
し
、
現

９２

在
Ｓ
級
２
班
で
１
着
１
０
０
勝
を
目
指
し
走
り
続
け
て
い
ま

す
。

　

普
段
は
仲
間
と
石
川
・
白
河
街
道
の
ロ
ー
ド
と
泉
崎
村
で
の

練
習
に
励
み
、
息
の
長
い
選
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　
　

歳
の
頃
は
田
舎
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
都
会
暮

２０
ら
し
と
比
べ
、
最
近
は
落
ち
着
け
る
い
い
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
全
国
の
会
場
を
回
る
の
で
、
安
ら
ぐ
場
所
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
練
習
し
な
が
ら
眺
め
る
石
尊
山
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
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ス
ー
パ
ー
一
部
事
務
組
合

　

広
域
連
合
は
、
ス
ー
パ
ー
一
部
事

務
組
合
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
一
部

事
務
組
合
を
発
展
さ
せ
た
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
務
を

共
同
で
処
理
す
る
こ
と
に
加
え
、
地

域
の
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
地
域
全
体
の
計
画
づ

く
り
を
す
る
場
合
、
広
域
連
合
は
、

広
域
計
画
を
つ
く
り
ま
す
が
、
一
部

事
務
組
合
と
異
な
り
、
そ
の
計
画
が

き
ち
ん
と
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
市
町

村
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
広
域
計
画
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
協
議
会
を
設
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
事
務
組
合
に
対
し
て

は
、
住
民
か
ら
条
例
の
制
定
な
ど
に

関
す
る
直
接
請
求
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
広
域
連
合
に
対
し
て

は
直
接
請
求
が
行
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
部
事
務
組
合
が
行
う

の
は
市
町
村
の
事
務
に
関
す
る
部
分

の
み
で
す
が
、
広
域
連
合
は
権
限
移

譲
を
受
け
て
県
（
国
）
の
事
務
を
実

施
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

広域連合の
特徴

条
件
の
良
い
町
な
の
で

働
き
、住
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

永
沼　

一
夫
さ
ん
●

さ
ん
●
湯
郷
渡
字
二
百
畑

▲老朽化が進む町営住宅

▲今出川の桜並木

機
会
の
拡
充
が
必
要
で
、
遠
方
に
１
時

間
も
か
け
て
他
の
市
町
村
に
通
勤
す
る

よ
り
は
、
地
元
に
勤
め
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
企
業
誘
致
に
お
い

て
も
、
石
川
町
の
土
地
は
高
い
と
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郡
山
、
白
河
、

い
わ
き
な
ど
へ
の
道
路
交
通
網
の
整
備

も
行
き
届
き
、
好
条
件
に
あ
る
町
な
の

で
、
も
っ
と
石
川
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
石
川
町
で
働
き
、
石
川
町
に
ず

っ
と
住
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
、

も
う
少
し
整
備
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

ず
、
住
め
る
場
所
が
あ
ま
り
に
も
少
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
営
住
宅
一
つ

を
と
っ
て
も
老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
が

多
く
、
若
者
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
住
み

よ
い
住
環
境
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
場
所
、
イ
コ
ー
ル
雇
用

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、

石
川
町
消
防
団
、
少
年
補
導
員
な
ど
で

微
力
な
が
ら
、
一
生
懸
命
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

石
川
町
は
、
自
然
豊
か
で
、
春
に
は

今
出
川
河
川
に
咲
く
桜
の
花
は
、
県
内

で
も
有
数
な
場
所
で
あ
り
、
誇
り
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
町
は
自
然
災
害
に
強
い

町
だ
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
山
々
が
あ

る
わ
け
で
も
、
大
き
な
河
川
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
の
で
、
毎
日
安
心
し
て
生

活
で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

活
力
の
あ
る
町
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
石
川
町

を
担
う
若
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

私
は
、
東
北
ミ
ド
リ
安
全
工
業
の
協

力
工
場
と
し
て　

年
間
、
靴
の
裁
断
部

２８

門
の
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
毎
日
で

す
。

　

ま
た
、
石
川
町
の
一
町
民
と
し
て
、
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省
略
）。

　

下
沢
井　

５　
　

上
沢
井　

９

　

新
屋
敷　
　
　
　

赤　

羽　
　

１５

１４

　

石　

川　

８　
　

外　

槙　

９

　

湯
郷
渡　
　
　
　

母　

畑　

４

１６

　

双　

里　

２　
　

北
山
形　

２

　

中　

野　

２　
　

仙　

石　

２

　

川　

辺　

２　
　

浅　

川　
　
１１

　

白　

石　

４　
　

山
白
石　

４

　

棚　

倉　

６　
　

滑　

津　
　
１３

　

中　

畑　

２

　

こ
の
内
、
滑
津
の
角
屋
・
油
屋
・
問

屋
、
棚
倉
の
泉
屋
・
塩
屋
・
越
前
屋
、

浅
川
の
石
塚
屋
・
染
屋
・
上
野
屋
、
石

川
の
浅
川
屋
な
ど
は
沢
井
村
と
商
取
引

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
浅
川
の
矢
吹

茂
次
右
衛
門
は
高
額
寄
付
者
で
し
た
が
、

　

年
後
の
明
治
元
年
に
は
、
世
直
し
一

２０揆
の
標
的
に
な
り
打
ち
こ
わ
し
に
あ
い

ま
す
。
沢
井
の
安
養
寺
、
北
山
形
の
龍

口
寺
な
ど
は
興
行
寺
院
と
の
交
際
の
た

め
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
最
多

　

名
の
湯
郷
渡
村
は
不
思
議
で
す
。

１６

「
一
ノ
谷
」
を
上
演

　

大
字
沢
井
の
村
越
芳
夫
家
文
書
に

「
芝
居
祝
儀
受
納
帳
」
と
い
う
史
料
が

あ
り
ま
す
。
幕
末
の
弘
化
５
年
（
＝
嘉

永
元
年
、
一
八
四
八
）
２
月
の
も
の
で
、

前
号
と
同
じ
く
庄
屋
深
谷 
七  
保  
作 
の
名

な 

お 

さ
く

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
が
初
日
で　

日
ま
で
の
興

１１

１７

行
で
し
た
が
、
内
二
日
は
悪
天
候
の
た

め
休
み
で
し
た
。
村
内
の
神
社
か
寺
院

の
境
内
で
、
屋
根
の
な
い
芝
居
小
屋
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
、
興
行
の
名

目
は
神
仏
へ
の
奉
納
や
勧
進
で
し
た
。

　

演
目
は
「
一
ノ
谷
」
と
あ
る
の
で
、

源
平
一
ノ
谷
合
戦
を
題
材
に
し
た 
浄
瑠 

じ
ょ
う
る

71

編
纂
室
だ
よ
り 

　

江
戸
時
代
は
南
会
津
郡
桧
枝
岐
村
の
歌
舞
伎
の
よ
う
に
、
村
人
に
よ
る
芝
居

（
地
芝
居
）
が
盛
ん
に
興
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
偽
政
者
は
様
々
な
理
由

で
禁
止
す
る
傾
向
に
あ
り
、
寛
政
９
年
（
一
七
九
七
）
の
沢
井
村
で
は
、
入
牢

を
命
じ
ら
れ
る
騒
ぎ
が
お
き
ま
し
た
。（
本
紙
平
成　

年
２
月
号
参
照
）。
今
回

１２

も
沢
井
村
で
の
地
芝
居
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
璃 
に
起
源
を
も
つ
芝
居
で
し
た
。
さ
ら

りに
、「
谷
口
渡
」
と
「
二
十
四
孝
」
も
演

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
者
は
「
本
朝
二

十
四
孝
」
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
芝
居

は
、
見
物
人
が
あ
る
程
度
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　

振
り
付
け
師
は
「
嵐　

亀
嵐
」
語
り

は
「
竹
本
三
太
夫
」
で
、
と
も
に
須
賀

川
の
人
で
し
た
。
二
人
の
指
導
の
下
で
、

役
者
は
地
元
の
人
々
が
務
め
た
の
で
し

ょ
う
。

１
５
０
人
余
が
寄
付

　

史
料
に
は
こ
の
興
行
の
た
め
に
祝
儀

を
出
し
た
人
々
の
名
が
あ
り
ま
す
。
多

い
人
で
一
貫
六
百
文
、
少
な
い
人
で
百

文
を
寄
付
し
、
総
額
で
４
両　

文
に
の

２４

ぼ
り
ま
し
た
。　

カ
村
に
お
よ
ぶ
村（
お

２８

お
む
ね
現
在
の
大
字
）
毎
に
寄
付
者
数

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
（
１
人
の
村
は

江
戸
時
代
の
イ
ベ
ン
ト
Ⅰ　

沢
井
村
の
場
合

５
月　

日
�

１０

　

教
育
委
員
会
事
業
で
あ
る
小
中
学
生

人
材
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
「
サ
タ
デ
ー
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の
第
一
回
目
が
中
央
公
民

館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
員
の
フ
ィ
オ
ナ
・
ス
ロ
ス
・

ホ
ー
バ
ー
先
生
と
英
語
指
導
助
手
の
ポ

ー
ル
・
ラ
イ
ト
先
生
が
英
会
話
を
指
導
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
最
後
は
恥

ず
か
し
そ
う
に
小
さ
な
声
で
会
話
の
練

習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
て
、
先
生
の
熱
心
な
問
い
か
け
に

対
し
て
積
極
的
に
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
計　

回
予

１６

１３

２１

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月　

日
�

１７

　
「
サ
タ
デ
ー
さ
ん
す
う
ひ
ろ
ば
」
が
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

３
・
４
年
生
、
小
学
５
・
６
年
生
と
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
午
前
９
時
か
ら

　

時
ま
で
の
２
時
間
、
自
主
学
習
方
式
で
、

１１各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
算
数
の
問
題
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
る
う
ち
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
ひ

ろ
ば
の
講
師
で
あ
る
教
員
経
験
者
の
棚

瀬
英
一
先
生
、
菊
地
隆
夫
先
生
、
前
田
邦

輝
先
生
、
安
田
良
廣
先
生
、
鈴
木
英
孝
先

生
が
親
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、「
な
る
ほ
ど
」「
わ
か
っ
た
」

な
ど
声
を
あ
げ
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

●
平
成　

年
３
月
６
日
ま
で
計　

回
予

１６

１５

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　石川町教育委員会では、週末の学
びの環境づくりの一環として、「サタ
デーイングリッシュ」「サタデーさん
すうひろば」を土曜日に開催し、自
主的に算数や英語の学習に取り組ん
だり、他校児童・生徒との、そして
学年を越えての交流を深めたりでき
る場を提供します。

小
中
学
生
人
材
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

★
中
学
生
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

★
小
学
生
は
さ
ん
す
う
ひ
ろ
ば

「芝居祝儀受納帳」
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よ
り
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を 

49

り
、
こ
の
よ
う
な
商
法
は
な
く
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　

送
り
つ
け
ら
れ
た
広
告
メ
ー
ル
の
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
人
は
「
無
料
サ

ー
ビ
ス
中
と
あ
っ
た
か
ら
」「
登
録
し
た

だ
け
だ
か
ら
」
と
い
い
ま
す
。
業
者
は

請
求
に
使
う
た
め
に
電
話
番
号
や
名
前

を
入
力
さ
せ
た
い
だ
け
な
の
で
す
。

　

ワ
ン
切
り
や
迷
惑
メ
ー
ル
が
来
て
も
、

か
か
わ
り
を
持
た
ず
に
無
視
す
る
こ
と
、

何
も
反
応
し
な
い
こ
と
が
最
も
効
果
的

な
対
処
方
法
な
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
か
け
直
す
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
①
番
号
を
非
通
知
に
し
て
か

け
る
、
②
公
衆
電
話
か
ら
か
け
て
み
る
、

と
い
う
方
法
が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
最
低
限
必
要
で
す
。

増
加
す
る
携
帯
電
話
ラ
イ
フ
を

悪
用
し
た
行
為

　

不
特
定
多
数
に
一
方
的
に
送
り
つ
け

る
迷
惑
メ
ー
ル
や
、
相
手
の
携
帯
電
話

に
着
信
履
歴
を
残
し
て
か
け
直
さ
せ
る

 「
ワ 
ン
切
り
」と
呼
ば
れ
る
行
為
が
社
会

※問
題
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く

は
出
会
い
系
サ
イ
ト
・
ポ
ル
ノ
的
な
音

声
番
組
の
広
告
や
提
供
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
常
に
情
報
端
末
を
手
放
さ

ず
に
、
外
部
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る

現
代
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
付
け
入

っ
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ど
う
対
処
す
べ
き
か

　

迷
惑
メ
ー
ル
や
ワ
ン
切
り
に
興
味
を

持
っ
て
し
ま
う
と
業
者
の
思
う
ツ
ボ
で

す
。

　

着
信
履
歴
に
か
け
直
す
人
は
、「
知
人

が
用
事
が
あ
る
か
も
」「
仕
事
で
使
っ
て

い
る
の
で
お
客
さ
ん
か
ら
か
も
」
と
か

け
直
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
業
者
は
そ
の
習
慣

を
利
用
し
て
い
る
の
で
す
。
着
信
履
歴

に
か
け
直
す
習
慣
を
持
つ
人
が
い
る
限

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

で
き
る
だ
け
家
族
団
ら
ん
の
時
間

を
増
や
し
、
空
い
た
部
屋
の
照
明
や

冷
房
は
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
、
市
町
村
は
、
地
方
分
権
の
到
来
、
少
子
高
齢
化
、
財
政
悪
化

に
よ
っ
て
、よ
り
的
確
な
対
応
や
効
率
化
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
町
村

合
併
と
い
う
方
策
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

■
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化

　

合
併
に
よ
っ
て
大
き
な
市
町
村
が
誕

生
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
存
在
感
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
企
業
の

進
出
や
若
者
の
定
着
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
誘
致
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤

整
備
の
推
進
や
総
合
的
な
活
力
の
強
化
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
環
境
問
題
、

観
光
振
興
な
ど
広
域
的
な
調
整
が
必
要

な
施
策
の
展
開
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

　

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
行
財
政
基
盤

が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
介
護
・
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
と
と

も
に
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
以
上
を

確
保
で
き
、
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
行
財
政
の
運
営
の

　

効
率
化
と
基
盤
の
強
化

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な
ど
の

公
共
施
設
が
効
率
的
に
配
置
さ
れ
、
狭

い
地
域
で
の
類
似
施
設
の
重
複
が
な
く

な
る
な
ど
、
少
な
い
経
費
で
よ
り
高
い

水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る

と
と
も
に
、
総
合
的
な
行
政
が
展
開
で

き
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
は
、
地
域
の
将
来
や

住
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

だ
け
に
、
そ
こ
に
住
む
み
な
さ
ん
が
、

自
主
的
、
主
体
的
に
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
町
村
合
併
は
住
民
一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
市
町
村
合

併
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
き
る
だ
け

家
族
団
ら
ん
を
！

※
１
回
（
ワ
ン
）
だ
け
呼
出
し
音
を
な

ら
し
て
く
す
ぐ
切
る
こ
と
（
切
り
）
に

よ
っ
て
自
分
の
電
話
番
号
を
相
手
の

携
帯
電
話
機
に
記
録
さ
せ
る
こ
と
。
通

話
料
の
か
か
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
若
い
人
が
使
い

始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
で
は

一
部
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
悪
用

さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
ツ
ー
切
り
、

ス
リ
ー
切
り
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。
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国保は助け合いの制度です 
みなさんの保険税（料）が国保を支えています 

保険税（料）は世帯ごとにまとめて 
世帯主が納めることになります。 

　みなさんに納めていただいた保険税（料）は、国などの補助
金と合わせて、病気やけがをしたときの医療費をはじめ、出
産育児一時金、葬祭費などとしてみなさんに支払われます。 
　このように保険税（料）は国保の大切な財源です。期日まで
に保険税（料）を納めましょう。 

保険税（料）はだれが納めるの？ 

保険税（料）を 
納めるのは世帯主 

保険税の決めかた 

次の計算式を組み合わせて 
決められます。 

所得割額…所得に応じて計算

資産割額…資産に応じて計算

均等割額…加入者数に応じて計算

平均割額…１世帯いくらと計算

保険税は年齢に応じてこうなります 

●40歳～64歳の人 
介護保険の第２号被保険者 

医療分　＋　介護分　＝　国保の保険税

●65歳以上の人 
介護保険の第1号被保険者 

医療分　＝　国保の保険税
介護分　＝　介護保険料

●40歳未満の人 

医療分　＝　国保の保険税

★介護分の負担はありません。 

保険税  保 険 税  
　医療分と介護保険の保険料分（介
護分）の合計額を国保の保険税とし
て納めます。 

★介護分の算定には40歳
～64歳の人以外の所得等
は影響しません。 
★医療分と介護分で別々
に納める額の上限が定め
られます。 

老齢（退職）年金の年額18万円
以上の人は年金から天引き、それ
以外の人は個別納付。 

年度の途中に65歳になる人の保険税 
　年度当初に65歳になる月の前月（1日が誕生日の
人はその前々月）分までの介護分を計算し、医療分
との合計額を年間の保険税として納めます。 

年度の途中に40歳になる人の保険税 
　40歳になる月（1日が誕生日の人
はその前月）分から介護分がかかります。 

　医療分は国保の保険税と
して、介護分は介護保険料と
して別々に納めます。 

　医療分を国保の保険税と
して納めます。 

今月の納期 固定資産税（２期分）　国民健康保険税（１期分）　介護保険料（１期分）

になる
いい話。 ��������	
��
�������

　

保
育
所
の
「
よ
い
子
の
ピ
カ
ピ
カ
子

ど
も
歯
み
が
き
教
室
」
で
は
、
歯
の
大

切
さ
や
食
事
や
お
や
つ
の
こ
と
に
つ
い

て
話
し
、
歯
み
が
き
の
習
慣
づ
く
り
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
室
を

継
続
し
て
い
く
と
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
継
続

し
て
教
え
て
い
く
こ
と
、
保
育
所
や
毎

日
の
ご
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
す
。「
む
し
歯
の
な
い
歯
で
、

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
元
気
な

子
ど
も
に
育
て
た
い
」
と
思
う
の
は
誰

で
も
同
じ
。
で
も
、「
食
後
に
歯
み
が
き

さ
せ
る
時
は
…
？
」「
買
い
も
の
先
で
は

…
？
」「
泣
か
れ
た
時
は
…
？
」
と
、
そ

の
と
き
の
親
の
と
る
態
度
が
と
っ
て
も

気
に
な
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
は
単
に
虫
歯
を
作
ら
な
い

こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
歯
み
が
き
の

習
慣
づ
く
り
や
食
事
を
考
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

普
段
の
会
話
の
中
や
毎
日
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
、
親
子
の
信
頼
関
係
が
築

づ
き
あ
げ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
小
さ
い

時
期
だ
と
親
も
意
識
す
る
こ
と
な
く
過

ぎ
て
し
ま
う
事
も
多
く
、
そ
の
中
で
約

束
、
我
慢
、
が
ん
ば
る
こ
と
を
身
体
で

覚
え
て
い
く
の
も
の
で
す
。
両
親
を
は

じ
め
、
家
族
、
子
ど
も
に
関
わ
る
す
べ

て
の
大
人
に
そ
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

 
我
が
子
を
知
ろ
う（
２
） 

　今回は食生活指針１０項目について、生活でできるポイント

を項目ごとにくわしく載せました。おいしく、楽しい、健康

的な食生活を送れるよう、実践の手掛かりにしてください。

1. 食事を楽しみましょう

毎日の食事で健康寿命を延ばそう！毎日の食事で健康寿命を延ばそう！

日本人は世界一長生き。その秘訣は米、魚、野菜、大豆日本人は世界一長生き。その秘訣は米、魚、野菜、大豆
中心の「日本型食生活」だからです。ご飯プラス一汁中心の「日本型食生活」だからです。ご飯プラス一汁
三菜で、栄養バランスもＧｏｏｄ！三菜で、栄養バランスもＧｏｏｄ！

こころに「おいしい」はこころに「おいしい」は
からだに「おいしい」からだに「おいしい」

１人より２人、みんなで食べると「お１人より２人、みんなで食べると「お
いしい」と感じます。そして食も進いしい」と感じます。そして食も進
みます。心も満足、体もたくさんのみます。心も満足、体もたくさんの
栄養を吸収してさらに満足。こころ栄養を吸収してさらに満足。こころ
と食事はつながっています。と食事はつながっています。

家族や仲間と一緒だと、家族や仲間と一緒だと、
食事はもっと楽しくなる食事はもっと楽しくなる

家族や仲間と会話をしながらの食家族や仲間と会話をしながらの食
事は、何だかとても「おいしい」！事は、何だかとても「おいしい」！
親子のコミュニケーションの大切親子のコミュニケーションの大切
な場でもあります。な場でもあります。
食事作りを子どもと一緒にすると、食事作りを子どもと一緒にすると、
食事の楽しさが自然に身に付いて食事の楽しさが自然に身に付いて
一石二鳥！一石二鳥！
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お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
号
、
町
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

「
意
欲
あ
る
の
農
業
従
事
者

　

７
人
に
認
定
書
を
交
付
」

（
誤
）
大
島
多
市
さ
ん
（
王
子
平
・
右
か
ら
２

番
目
）

（
正
）
大
島
多
市
さ
ん
（
王
子
平
・
左
か
ら
１

番
目
）

　

�　

世
紀
職
業
財
団
で
は
、
子
育
て

２１

を
終
え
た
方
や
保
育
士
の
資
格
を
持
つ

方
な
ど
で
、
子
ど
も
が
好
き
で
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
子
育
て
の
中
の

家
族
を
支
援
す
る
た
め
に
、
お
子
さ
ん

を
預
か
っ
た
り
幼
稚
園
や
保
育
所
等
の

送
り
迎
え
が
主
な
活
動
と
な
り
ま
す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年
９
月
３
日（
水
）・
４（
木
）・

１５

８
日（
月
）・
９
日（
火
）・　

日（
水
）の
５

１０

日
間

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
場　
　

所

　

郡
山
市
中
央
公
民
館

●
対
象
者

�
子
育
て
を
終
え
た
方
や
保
育
士
の
資

格
を
持
つ
方

�
５
日
間
受
講
で
き
る
方

�
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き

る
方

●
定　
　

員

　
　

名
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

４０
●
申
込
受
付

　

平
成　

年
８
月　

日（
月
）・　

日

１５

１８

１９

（
火
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�　

世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務
所

２１

　

�
０
２
４
�
５
２
２
�
３
０
３
０

●
主　
　

催

　

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委

員
会
（
県
中
管
内　

市
町
村
、
県
中
建

１８

設
事
務
所
）

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

　

�
２
６
�
９
１
３
０

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催

受
講
料
無
料

　

都
市
と
農
村
や
中
山
間
地
域
の
関
わ

り
方
、
行
政
の
枠
を
越
え
た
交
流
や
連

携
、
風
土
に
根
ざ
し
た
生
活
、
地
域
の

整
備
や
開
発
そ
し
て
保
全
、
道
路
の
あ

り
か
た
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、

地
域
づ
く
り
の
理
念
を
学
び
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

平
成　

年
７
月　

日
（
金
）

１５

１１

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時　

分
３０

●
会　
　

場

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ

●
参
加
人
数

　

３
０
０
名

●
参
加
料

　

無　

料

●
内　
　

容

�
基
調
講
演
「
連
携
・
共
生
・
協
働
の

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

　

福
島
大
学
地
域
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー

　

教
授　

鈴
木　

浩

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�
参
加
者
と
の
意
見
交
換

県
中
地
域
の
地
域
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

地
域
づ
く
り
石
川
ブ
ロ
ッ
ク

懇
談
会
を
開
催

　

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
学
ん

だ
地
域
づ
く
り
の
理
念
を
基
に
、
地
域

づ
く
り
の
方
向
性
や
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
住
民
・
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

平
成　

年
７
月　

日
（
金
）

１５

１８

　

午
後
１
時　

分
よ
り

３０

●
会　
　

場

　

石
川
町
総
合
体
育
館

●
内　
　

容

　

懇
談
会
に
よ
る
意
見
の
交
換

●
参
加
人
数

　
　

名
（
石
川
管
内
５
町
村
）

５０
●
参
加
料

　

無　

料

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

　

�
２
６
�
９
１
３
０

�
登
録
は
無
料
で
す
。（
登
録
期
間
は
５

年
間
）

�
参
加
企
業
か
ら
の
セ
ー
ル
ス
電
話
は

な
く
な
り
ま
す

　
（
こ
の
制
度
に
参
加
し
て
い
な
い
企

業
か
ら
の
電
話
は
止
ま
り
ま
せ
ん
）

�
登
録
さ
れ
た
内
容
は
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
参
加
し
て
い
る
企
業
に
提
供
さ
れ

ま
す
が
、
本
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。（
秘
密
義
務
契
約
を
締
結
）

�
携
帯
電
話
・
企
業
（
屋
号
）
の
電
話

は
対
象
外
で
す
。

�
参
加
企
業
の
デ
ー
タ
更
新
作
業
等
に

よ
り
、
申
込
み
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま

で
３
カ
月
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
後
援
〔
経
済
産
業
省
〕

●
協
賛
〔
�
日
本
産
業
協
会
、
�
日
本

消
費
者
協
会
、
�
日
本
電
信
電
話
ユ
ー

ザ
協
会
、
�
日
本
通
信
販
売
協
会
〕

●
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｔ
Ａ
�
日
本
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

協
会
�
０
３
�
５
２
８
９
�
８
８
９
１

迷
惑
セ
ー
ル
ス
電
話
拒
否

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

第　

回
ふ
く
し
ま
駅
伝　

石
川
町

１５

チ
ー
ム
出
場
候
補
選
手
を
募
集

　

第　

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
、今
年
も

１５

開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
大
会
で
は
、

総
合　

位
、町
の
部
７
位
と
健
闘
し
ま

１４

し
た
。

　

今
回
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
力
を

結
集
し
て
参
加
し
て
い
き
ま
す
。ゼ
ッ

ケ
ン　

番
を
つ
け
て
走
る
選
手
を
募

３０

集
し
ま
す
。

●
大
会
期
日

　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）

１５

１１

１６

●
参
加
資
格

①
平
成　

年
９
月
１
日
現
在
、町
に
居

１５

住
及
び
居
住
を
予
定
し
て
い
る
中
学

生
以
上
の
男
女

②
他
県
及
び
他
市
町
村
在
住
者
で
あ

っ
て
も
、町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た

者●
募
集
締
切

　

平
成　

年
７
月　

日
（
金
）

１５

１８

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯

学
習
係　

�
２
６
�
９
１
３
６



19広報いしかわ　７月号

7・8月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

鈴
木　

華
恵

    

（　

薫　

・
久
仁
子
）　

鹿
ノ
坂

は
な
え

深
谷　

幸
史

    

（　

功　

・
美　

幸
）　

沢　

井

こ
う
し

�
橋　
　

晃
   

（
朝　

男
・
幸　

恵
）　

鹿
ノ
坂

あ
き
ら

山
田　

真
子

    

（
英　

司
・
克　

枝
）　

王
子
平

ま
こ

増
子　

莉
夢

    

（　

誠　

・
美　

加
）　

沢　

井

ら
ん

嶋
津　

暉
人

    

（
浩　

美
・
孝　

子
）　

立
ヶ
岡

あ
き
ひ
と

永
沼　

伯
蓉

    

（
弘　

司
・
薔　

薇
）　

湯
郷
渡

は
く
よ

渡
邉　

彩
人

    

（
久　

和
・
浩　

子
）　

母　

畑

あ
や
と

川
島　

駿
斗

    

（
勝　

利
・
美　

香
）　

猫　

啼

は
や
と

矢
吹　

桃
子

    

（
金　

重
・
啓　

子
）　

谷　

沢

も
も
こ

高 
　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

太　

樂　

マ　

キ　
　
　
　
　

板　

橋

小　

室　

ス　

エ　
　
　
　
　

沢　

井

角　

田　

友　

弥　
　
　
　
　

沢　

井

江　

尻　

英　

夫　
　
　
　
　

赤　

羽

鈴　

木　

健　

司　
　
　
　
　

新　

町

佐　

藤　

タ　

メ　
　
　
　
　

中　

野

鈴　

木　

政
之
助　
　
　
　
　

大　

室

大　

竹　

ト　

ネ　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

鈴　

木　

ミ　

ト　
　
　
　
　

板　

橋

瀬　

谷　

コ　

ウ　
　
　
　
　

中　

田

五
十
嵐　

ヒ　

ノ　
　
　
　
　

双　

里

７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月７月 JJJJJJJJJJuuuuuuuuuullllllllllyyyyyyyyyy　July

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

役場宿直室

分庁舎第一会議室

老人福祉センター

町民グラウンド

クリスタルパーク・石川

オーストラリア

心配ごと相談（午前１０時～）

山形区スポーツ大会

民報少年野球大会

海の日、海の旬間（～３１日）

勤労青少年の日

森と湖に親しむ旬間（～３１日）

自然に親しむ運動（～８／２０）

交通事故巡回相談（午前１０時～）

オーストラリア研修結団式

心配ごと相談（午前１０時～）

東日本１部・２部野球大会（～２９日）

石川地区親子スポーツ祭

オーストラリア研修（～８／７）

全国星空継続観察（～８／１１）

木
金
土
日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

１７
１８
１９
２０

２１

２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１

８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月８月 AAAAAAAAAAuuuuuuuuuugggggggggguuuuuuuuuusssssssssstttttttttt　August

町民グラウンド

天栄村ブリティッシュヒルズ

心配ごと相談

町民グラウンド

北方領土返還運動全国強調月間（～３１日）

道路ふれあい月間（～３１日）

観光週間（～７日）

水の日（１日）

水の週間（～７日）

夏の省エネ総点検の日

ソフトボール協会理事長杯Ａ・Ｃリーグ大会

食品衛生週間（～１１日）

英国文化体験教室（～８日）

心配ごと相談（午前１０時～）

東日本１部・２部野球大会

道の日

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日

１

２
３
４
５
６
７
８
９
１０

（平成１５年５月１日～５月３１日まで届出分　敬称略）

カ
ッ
プ
ル
誕
生

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

藁　

谷　
　

薫　
　
　
　
　

古
殿
町

　

鈴　

木　

久
仁
子　
　
　
　

鹿
ノ
坂

　

三　

森　

信　

由　
　
　
　

新
屋
敷

　

沼　

田　

祐　

希　
　
　
　

白
河
市

　

鈴　

木　

和　

幸　
　
　
　

沢　

井

　

鈴　

木　

奈
緒
美　
　
　
　

古
殿
町

〔〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第196回● 
中谷第二小学校 

　欧風の山型屋根、トンガリ帽子の時計台のある近代的な木造校舎は、中田の
シンボル、地区民の誇りでもあります。木の優しさとぬくもりの中で、心豊かに
たくましい子どもたち60人が、元気いっぱい学習に取り組んでいます。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　本州，四国，九州に分布し、6月から8月にかけて、
湿りけの多い場所に生える多年草です。地中に長く地下
茎をのばして繁殖し、高さが40～70cmになります。 
　夏、茎の頂きに直立した総状花序を作り、多数の小さ
な白色の花を密につけます。 

（ヌマトラノオ：サクラソウ科） 

　野木沢幼稚園に通う、相田美夏子さん（中央）
と祖父の喜市さん（左）、祖母のシゲノさん（右）
です。 

19,309人（－24） 

（  ）内前月比 

●6月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,430人（－10） 
9,879人（－14） 
5,604戸（＋　1） 

　今月の特集にあったように、各学校の子どもた
ちの人数が減り、教育環境のみならず、団体競技
全般においてのチームづくりも大変なようです。
中体連も数年前から支部大会から県南大会へと
変わり、私どもが通っていた頃より、ずいぶん変わ
っているので驚くばかりです。6月は保育所再編
整備計画の説明会や町政懇談会が開催されまし
たが、町を良くも悪くするのも、町民一人ひとりの
理解と協力が必要で、時には保育所、学校に通う保
護者のみならず、多くのみなさんが教育現場の現
状を知り、理解することも大切ではないでしょうか。 

（迎　茂城） 

「ふしぎなくにのゆうえんち」 

「ふしぎな花のくにのゆうえ
んちで、ブランコにのったり、
花のくきをのぼったりして、
あそんでいます。」 

「私が考えたお話をコラージ
ュにしました。私が犬のシロ
に乗ったら、シロが大きくな
り、もうれつレースが始まり
ます。」 

瀬谷　彩乃さん(2年)
あやの 

「シロと遊べば」 

瀬谷　初美さん(4年)
はつみ 
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